
［成果情報名］夏季せん定強度と土壌管理方法の改善によるハウススダチの生産安定

［要約］ハウススダチの生産性を向上させるために、有機質資材、潅注資材、夏季の枝梢管

理を含めた総合管理技術を開発した。有機質資材の施用および亜リン酸液肥の潅注により

夏季せん定後の生育が良くなり、夏季のせん定を弱くすると加温後の発芽着花数が多くな

る。
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［背景・ねらい］

スダチは施設栽培、露地栽培等の作型と、冷蔵貯蔵によって周年供給体制が整っている。

しかし，３～６月に出荷されるハウススダチは、暖房にかかる経費が高い上に、収量が特

に不安定であるため、生産者にとってはリスクが高くなっている。収量を安定させる技術

の開発については生産者からの要望も強い。

そこで、着花・収量を安定させるために有機質資材、潅注資材、地上部管理を含めた総

合管理技術を開発する。

［成果の内容・特徴］

１．有機質資材施用の効果について

牛フン堆肥、ピートモス、ミミズフン堆肥の投入により、夏季せん定後発生する夏枝

の総伸長量が増加し、ピートモス表層施用区以外では加温後の新梢発生数が増加する傾

向がみられる（表１）。

２．有機質資材の施用方法について

いずれの有機質資材でも，土壌と混和して施用すると表層に施用するよりも夏枝の総

伸長量が多くなり、加温後に発生した新梢長も長くなる傾向がある(表１)。

３．潅注資材の検討

亜リン酸液肥を夏季せん定前に潅注処理すると夏枝の発生本数および総伸長量が増加

し、加温前時点の地上部乾燥重量および細根量・総根量が増加する傾向がある(表２)。

４．弱せん定による発芽節率と収量の増加

夏季せん定におけるせん除量（除葉率）を少なくすると、加温後の発芽節率が高くな

り、２ L 級果の累積収量も多く推移する傾向がある（図１，図２)。

［成果の活用面・留意点］

１．着花および収量が安定しないハウススダチ園での管理改善方法である。

２．地上部の管理においては、①夏季の強せん定は控えて弱せん定にすること、根域の管

理については、②有機物を土壌に混和施用すること、③亜リン酸液肥を夏季せん定前

に潅注することで充実した夏枝が多く発生し、着花が安定し、加温後の新梢数も多く

なることが期待できる。

３．夏季せん定の強度については、スダチの品目特性上、緑色果実割合の低下が懸念され

るため、除葉率６割程度のせん定が望ましいと考えられる。

４．普及にむけた現地実証圃を設け、成木でのデータ収集・展示を実施中である。



［具体的データ］

表２ 灌注資材および処理時期がハウススダチの枝梢発生および根量に及ぼす影響

（新居美香、谷 博）
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